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技術の概要

３．技術の効果

（１）交通・都市・地域活性の包括的な支援に繋がるものと考えています。
（２）効率的な災害対応や一般の方の防災意識高揚の一助になると考えています。
（３）円滑な合意形成や生産支援、維持管理の効率化に役立つものと考えています。

４．技術の適用範囲

九州及び全国に展開できる技術です。

２．技術の内容

５．活用実績

（１）①、（２）②、（３）①④は複数の自治体で採用実績があります。
（１）②は沖縄県内の離島において実証実験を実施しています。
（２）①は奈良県王寺町と「防災力向上に向けた研究開発に係る連携協定」を締結しています。
（３）②は社内での業務生産に活用しています。
（３）③は横浜市と実証実験協定を締結しています。
（３）⑤は沖縄総合事務局で実証実験を実施しています。

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　住民の安全・安心や快適な生活環境を継続的に維持するためには、新技術の積極的な活用と整備し
た既存ストックの適切な維持管理が必要となります。
　ＣＴＩグループでは、快適な生活環境を維持・創出、自然災害による被害を回避・軽減、既存ストックの
長期的な機能維持等を目指し、継続的な研究開発投資を通じて、AＩやVR/AR、BIM/CIMによる３次元
データ等のインフラDXを活用した新たな技術開発や実用化、技術展開に積極的に取り組んでいます。

（１） ICT技術を活用した次世代モビリティサービス
①オンデマンド乗合モビリティサービス「シティ Mobi」：最新のICT技術と最適化アルゴリズムを用いて、
デマンド交通や乗合いタクシー等の地域交通の効率的な運営・運行をサポートします。
②空飛ぶクルマ：次世代モビリティサービスである「空飛ぶクルマ」の本格実装に向けた試験飛行に参画
しています。沖縄県内、離島をフィールドとしたもの、海上の2地点間飛行としては国内初の取組です。
（２） WEBやアプリを活用した防災支援ツール
①災害対応支援システム：災害発生時に自治体職員が行う作業（情報収集、意思決定、情報発信）を支
援するシステムです。
②避難ナビ：「避難シミュレーション」と「避難行動トレーニング」の2つのコンテンツからなり、PCやタブ
レットで災害時の正しい避難行動を、○×形式のクイズで学ぶことができる防災ツールです。
（３） BIM/CIM・VR/AR・AI技術等を活用した計画・生産・維持管理支援ツール
①3D都市モデル等を活用したまちづくり計画支援：ゲームエンジンをベースとしVR/MR技術を実装した
3D都市モデルを活用し、ウェルビーイングやニューノーマル社会に対応したまちづくりを支援します。
②3次元設計支援システム：生産の効率化・高品質化、BIM/CIMの推進に向け、河川構造物、橋梁を対
象に3次元モデルを用いた設計ワークフロー及び設計支援システムを開発しました。
③AI画像解析技術による土砂堆積解析：災害リスク低減のための河川管理の効率化及び計画的な治
水安全度の向上を目指し、AI技術等を用いた土砂堆積状況把握の実証実験に取り組んでいます。
④音響AI解析による雨天時浸入水検知：流量計に代わり、マンホールに入らず設置できる安価な集音
装置で調査することで、1箇所の調査費用を大幅に削減しつつ現地作業の安全性を確保します。
⑤UAVによる貯水池巡視：UAVを用いた貯水池巡視を行うことで、作業員負担の軽減及び船舶の立ち
入り不可能な場所への進入を可能にします。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


